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クラウドファンディング事業

クラウドファンディング

・ソーシャルグッドな
　プロジェクトに特化
・利用手数料０％
・誰でもすぐに立ち上げられる

・寄付の使い道を表に出したふ
るさと納税ポータルサイト
・行政事業/民間事業の両方へ
活用可能
・予算確保等の手続きが必要
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クラウドファンディングとは

クラウド　＋　ファンディング
(群衆) (資金調達)

①挑戦したいことを発信

②応援したいと思ったら寄付



プロジェクト例（農村関係）



プロジェクト例（漁村関係）



デラウェア栽培のプロジェクトの例

栽培面積は約15年間で半減し、高齢化によって生産技術の継承が危ぶまれていると
いう危機感から、農業を継ぐ決意をされた実行者。

ぶどうの輸出額が年々増加している背景から海外マーケットを目標に、デラウェアの最
高ブランドを作るべく、ブランディングに向けた資金調達を実施。

https://for-good.net/project/1000918

https://for-good.net/project/1000918


ジビエのプロジェクトの例

農村地域で課題になっているジビエの活用推進のため、商品開発費用をクラウドファン
ディングにて資金調達。

https://for-good.net/project/1000337

＜集めた資金の使い道＞

猪の買い取り15万円

鹿の買い取り20万円

解体する為の人件費7万円

製品にする為の人件費5万円

リターン品準備費用20万円

温風乾燥機30万円（業務用7段）

商品開発準備費用3万円

https://for-good.net/project/1000918


活用方法

①予約販売・先行販売（マーケットニーズ調査）

②初期のファンコミュニティ形成

③公益性・社会性の高い取り組みへの寄付

　（例：著名な博物館・緊急支援活動）



クラウドファンディング活用にあたって

1. 多くの人が応援したいと思うプロジェクトか
a. 「誰が・なぜ応援するのか」理由が明確か

2. 寄付を集めるにあたっての土壌が培われているか
a. プロジェクトの発信を今までやってきたか
b. 応援したいと思ってくれている人がどれだけいるか
c. 魅力的なリターン品を設定できるか

3. 短期決戦で集める（最大４５日程度）広報の体制が整って
いるか



クラウドファンディングの立ち上げ方

掲載するプラット
フォームを選択し、
プロジェクトページの

執筆を行う。
魅力的なリターンを設

定し、公開！



クラウドファンディング型ふるさと納税事業

クラウドファンディング

・ソーシャルグッドな
　プロジェクトに特化
・利用手数料０％
・誰でもすぐに立ち上げられる

・寄付の使い道を表に出したふ
るさと納税ポータルサイト
・行政事業/民間事業の両方へ
活用可能
・予算確保等の手続きが必要



クラウドファンディング型ふるさと納税の活用先

行政事業
民間事業

既存事業・新規事業に対する
財源確保を行う

公益性が高い
取り組みをしている事業者の
資金を集められるようにする

#創業支援 #市民団体 #NPO支援



民間事業者に向けたCF型ふるさと納税の活用

総務省「ふるさと納税ポータルサイト」＞総務省の支援策

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/furusato/support/

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/furusato/support/


クラウドファンディング型ふるさと納税の仕組み

総務省「ふるさと納税ポータルサイト」＞総務省の支援策

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/furusato/support/

自治体の事業だけでなく、
地域の民間事業者の資金調達手段として

ふるさと納税が活用できる

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/furusato/support/


リターン品に返礼品を活用

リターン品は

自治体様がお持ちの

返礼品から選べる。

また、起業家独自の

返礼品を設定することも可能。



企業版ふるさと納税も同時に集められる



福岡県福岡市様との事例

ソーシャルスタートアップ成長支援事業



福岡市様のソーシャルスタートアップの方々のプロジェクト

行政では手が届かない、しかし地域にとって重要な課題に
取り組んでくれるスタートアップをふるさと納税で支援



通常のクラウドファンディングとの違い

①寄付者が税控除を受けながら支援ができる

②寄付単価があがる（約１万円→約1.5万円）

③リターン品の準備が不要、広報に集中できる

④ふるさと納税を活用できる“公益性”の後押し

　→メディア露出や大企業連携に繋がった事例も多い



クラウドファンディング型ふるさと納税活用にあたって

1. 予算措置が必要である
a. 行政事業に活用するのか、民間事業に活用するかによっ

て予算のとり方が異なる
b. 民間事業への活用の場合、補助金の仕組みを作る必要

がある

2. 複数の担当課をまたぐ必要がある
a. ふるさと納税の担当課と事業を担当する原課との連携が

必須

3. 寄付は１０月～１２月が多くなる



クラウドファンディング・ふるさと納税共に
実行者も、行政も、

ノーリスクで挑戦できる資金調達方法。

活用されたい方、いつでもお気軽にご相談ください。


